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研究成果の概要： 

本研究では，文化的実践としての保育活動に注目し，日本の保育実践に特徴的にみられる保

育者の促進的支援との関連で幼児の数量発達を捉えることを目的とした。幼稚園年長クラス（5

歳児）における保育活動の観察，保育者への質問紙，幼児の数量能力評価で得られたデータの

分析から，日本の保育者は，3, 4 歳児だけでなく（Sakakibara, 2008），就学を控えた 5 歳児

についても，体系だった指導に頼らない形で数量発達を効果的に促していることが示された。 
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１．研究開始当初の背景 
  

新生児がすでに少数集合の弁別能力を持
っていることを明らかにした Antell & 
Keating (1983)の研究や，5，6ヶ月の乳児で
も加減算ができることを示した Wynn (1992)
の研究など，近年，人が生得的に数能力を獲
得していることを示唆する知見が数多く報
告されている。しかし，幼児早期の計数が不
完全であること（Wynn, 1990）などからも示
唆されるように，より高度な技能や理解につ
いては，自らの経験を通して獲得されるもの

と考えられる。子どもの数量発達について総
合的に捉えるためには，数能力の生得的基盤
だけでなく，そのような能力を足場にして，
子どもが他者との関わりの中で具体的な数
能力を構築する過程をみる必要がある。特に，
1980 年代半ば以降のソビエト心理学の再評
価の流れのなかで主張されてきたように，学
校での授業や幼稚園での保育活動を視野に
入れた場合，保育者や年長の子どもなどより
有能な他者の存在を無視することはできな
い（Goodnow, Miller, & Kessel, 1995）。本
研究では，幼児の自発的な数量行動が社会文
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化的環境，とくに周囲の大人の応答との相互
交渉の中で次第に洗練されていくという見
方を提案し，これを実証的な検討にもとづい
て発展させることを目指した。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は，文化的実践としての保育
活動に参加することで，子どもがより高度な
数量能力を発達させる過程を明らかにする
ことである。本研究では，日本の保育者がも
つ実践知と幼児の数量概念の発達との関係
について，特に保育者による促進的支援に注
目して検討することを試みた。 
 
３． 研究の方法 
東京都・神奈川県の私立幼稚園 6 園 10 ク

ラス（年長（5歳児））を対象に実施した（1）
保育活動の観察調査，（2）保育者への質問紙
調査，（3）幼児の数量能力評価において得ら
れたデータの詳細な分析・検討を行った。そ
れぞれの調査における具体的な手続きを以
下に示す。 
 
(1) 保育活動の観察調査 
 
 観察者 2名が，年度初めと年度末に 1クラ
スにつき 2 回ずつ（計 20 回），9:30～11:30
の保育活動の自然観察を行った。記録にはフ
ィールドノートおよび補助としてのビデオ
カメラ 2台を用いた。分析はフィールドノー
トの保育活動の記録から，保育者が主導して
行われた数量活動を抽出し，分析の対象とし
た。活動が数的かどうかは，活動の長さに関
わらず，数，算術，空間幾何，測定もしくは
パターンに関係した行動が 1回以上生じたか
について判定した。 
 
(2) 保育者への質問紙調査 
 
観察対象クラスの保育者 10 名に幼児の数

量発達と援助に関する質問紙調査（15項目）
を年度末に実施した。本研究では，幼児の数
量発達における家庭と幼稚園の影響の割合
に関する項目「お子さんの小学校入学に備え
た算数の能力に関して，家庭そして幼稚園ま
たは保育園からの影響はどのくらいのもの
とお考えですか」に対する回答を分析の対象
とした。 
 
(3) 幼児の数量能力評価 
  

Child Math Assessment (CMA)（年長用）
（Starkey, 2003）の日本語版を作成し，観
察対象クラスの幼児 28名（平均 5.66 歳）に，
年度初めと年度末の 2 回にわたり実施した。
CMA（年長用）日本語版は 5領域（数，算術，

空間幾何，測定，パターン）17 課題で構成さ
れた。 
 
４． 研究成果 

 
(1) 5 歳児の数量発達に対する保育者の支援

の方法 
 
保育活動において数量はどのような形で

扱われているのか，またそこでの保育者の支
援はどのようなものなのか，についての具体
的な知見を得るため，観察調査で得られた保
育活動のフィールドノートの記録をもとに
分析を行った。その結果，次の 3点がみいだ
された。 
 
① 数量の領域：数量活動で扱われた数量の

領域については，事物を数えるなどの
「数」領域に関わる活動が最も多く，観
察された全数量活動の 88%でみられた。
続いて，「空間幾何」「測定」「算術」の順
に頻繁に扱われた。「パターン」に関係し
た活動は殆どなく，全数量活動の 1%ほど
であった（図 1）。同様の傾向は 3，4歳
児のクラス（Sakakibara, 2008）におい
ても確認されており，日本の保育活動で
は，幼児の年齢に関らず，様々な数量領
域のなかでも特に「数」が重視されてい
ることが示された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 数量活動で扱われた数量の領域 
 
 
② 焦点型か埋め込み型か：保育活動におい

て数量がどのような形で扱われているか
を明らかにするため，観察された数量活
動（108 活動）について，数量指導を目
的とした「焦点型」の活動か，他の活動
に数量支援が埋め込まれた「埋め込み型」
の活動かを識別した。その結果，数量指
導を目的とした焦点型の活動はなく，数
量は全て他の数量指導を目的としない保
育活動に埋め込まれる形で扱われていた。
日本の幼稚園では，3，4歳児だけでなく
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（Sakakibara, 2008），5歳児に対しても，
体系だった数量指導を行うことは稀であ
ることが示された。 

 
③ 数量が扱われた保育活動の種類：数量要

素が頻繁にみられた保育活動の種類を識
別したところ，保育者の数量支援は，「製
作」（25 活動）「出欠の確認」（14 活動）
「ゲーム」（8活動）「歌」（6活動）の活
動において特に頻繁に行われていた（表
１）。3,4 歳児と比べ，5歳児ではルール
に従う「ゲーム」をはじめとするより複
雑な活動において，数量が扱われる傾向
がみられた。 

 
表１ 数量が頻繁にみられた活動の種類と数
量活動数 

活動の数量領域 活動の

種類 

数量活

動の数 数 算術 空間

幾何 

測定 パタ

ーン

製作 25 19 2 17 7  

出欠の

確認 

14 13 6    

ゲーム 8 7 1 2  1 

歌 6 6     

 
 

数量活動における保育者の具体的な支
援の方法としては，例えば，出欠を確認
する活動において幼児に一連の質問を投
げかけることによって，幼児がクラスの
在籍人数から欠席児の人数を引いて出席
児の人数を算出することを促したり，ゲ
ームの活動において，幼児の数量への関
与を促すゲームを選択する（例えばビン
ゴゲーム，サイコロを用いるボードゲー
ム，カルタなど）ことなどが観察された。
以下に例を示す。 

 
 
事例１ H 幼稚園，年長，時期 XI 
［手作りカルタに描く動物について，動物 1
種類につき 2名の子どもが描くように調整し
つつ選択させる。その後，］先生が「今度は
何匹描くか言いますから覚えておいてくだ
さい」と数を言っていく。「ウサギ 2 匹描い
てください」「イヌの人 3匹描いてください」
「シマウマ 4頭描いてください」「ゾウの人 5
頭…」「キリン 6 頭…」…先生が大きい数を
言うたび，子ども達がどよめく。…先生が「自
分が紙に何を何匹書くかわかった？」と聞く
と，子ども達は口々に「3 匹」「6」などと答
える。 
 
 
(2) 保育者の信念と数量支援の関係 
 

質問紙項目に対する保育者の回答から，年長
クラスの保育者は，幼児の数量発達に対する
家庭と幼稚園の影響の合計を 100%とした場
合，幼稚園の影響は平均 48%程度（レンジ 
30%‐60%）であると考えていることが明らか
になった。 
幼児の数量発達に対する幼稚園の影響力

についての保育者の信念と，保育活動におけ
る保育者の数量支援の関係について検討す
るため，まず 10 クラスそれぞれについて，
保育活動において実際に観察された数量活
動の長さと頻度から， 1 日あたりに行われた
数量支援の平均推定量を算出した。その後，
保育者の数量支援量と信念について，スピア
マンの順位相関係数を算出したところ，有意
な相関は見られなかった(rs = -.13, ns.)。
幼児の数量発達に対して幼稚園が果たす役
割の大きさに関する保育者の信念と，それら
の保育者が実際に行っている数量支援量と
の間には特に関係はみいだされなかった。こ
れは，日本の保育者が保育活動において意図
的に数量支援を行うことは稀であるという
保育者の報告（榊原・波多野，2004）と一貫
する。 
 
(3) 5 歳児の数量発達に対する保育者の数量

支援の効果 
 
最後に，幼児の数量発達に対する保育者の

支援の効果を検討した。まず幼児の CMA にお
ける総合成績の平均値を CMA の実施回，幼稚
園で与えられている数量支援の推定量（少，
多）について個別に算出した。その後，年度
末の CMA の総合成績について，保育者の数量
支援の推定量（少，多）を要因とする共分散
分析を行った。共変量には年度初めに実施し
た CMA の成績を用いた。その結果，5 歳児の
数量発達に対する保育者の数量支援の有意
な効果が認められた（F(1, 25) = 6.23, p 
= .02）。日本の保育者は 5歳児の数量発達を
効果的に促していることが示された。 
 
以上の検討から，日本の保育者は 3, 4 歳

児（榊原 2006）だけでなく，就学を控えた 5
歳児に対しても，意図的／非意図的に関わら
ず，数量指導を特に目的としていない日常の
保育活動に数量要素を埋め込む形で，幼児の
数量発達を効果的に促していることが明ら
かになった。今後は，日本の保育者に一貫し
てみられるこのような実践知のあり方と幼
児の数量発達の関係について，比較文化的な
研究なども行いつつ，より詳細に解明してい
く必要があるだろう。 
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